
期待される効果

成 果

道総研 産業技術環境研究本部
エネルギー・環境・地質研究所 経常研究

河川環境修復によるサクラマスの自然再生産資源の回復
ダムのスリット化や魚道設置により資源が回復する過程を明らかにしました

○環境修復事業によるサクラマス資源の回復効果が明らかになり、同事業の推進による資源増加が期待できます。

・ サクラマスは１９８０年代以降急激に減少し、資源の回復が望まれている魚種の１つです。

・ 砂防ダムのスリット化や落差工への魚道設置による自然再生産の増加が期待されています。

1 魚道の設置によって、産卵床の分布域が拡大しました

道総研 水産研究本部 さけます・内水面水産試験場

魚道の設置後、世代を経るごとに産卵床数が増加しました2

問い合わせ：道総研 水産研究本部 さけます・内水面水産試験場 電話：0123-32-2135

背 景

2020.12

スリット化された
砂防ダム（折川、後志管内）

落差工に設置された魚道
（白井川、尻別川水系、後志管内）
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第1世代 第2世代 第3世代 第4世代

（サクラマスは生まれてから産卵に参加するまで3年間）

白井川（2010年）
魚道設置完了

河川全域に分散

白井川（2007年）
魚道設置前

下流部に産卵床が集中

高さ2mの落差工によってサ
クラマスが遡上できない状
況でした。

産卵床 魚道設置済み工作物魚道未設置工作物

※同じ色のバーは親子関係

魚道設置前後の産卵床分布状況等を調査し、サクラマス資源の回復過程を明らかにしました。


